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写
真
１
は
「
海
外
同
胞
長
逝
者　

招
魂
碑
」
で
す
。
外
務

大
臣
広
田
弘
毅
書
。
福
岡
市
南
区
「
平
尾
霊
園
」
内
に
あ
り

ま
す
。
元
は
東
公
園
に
あ
り
ま
し
た
が
、
県
庁
移
転
に
と
も

な
い
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

広
田
弘
毅
は
鍛
冶
町（
現
在
の
福
岡
市
中
央
区
天
神
三
丁
目
）

の
出
身
。
昭
和
十
一
年
か
ら
十
二
年
に
総
理
大
臣
、
そ
の
前

後
の
時
期
に
外
務
大
臣
を
務
め
て
い
ま
す
。「
招
魂
」
は
神

道
式
に
慰
霊
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
福
岡
県
の
海
外
移
民

の
た
め
の
慰
霊
碑
で
す
。

　

さ
て
、
安
河
内
喜き

三そ
う

は
須
恵
町
新
原
の
原
田
家
の
出
で
、

粕
屋
町
酒
殿
の
安
河
内
家
の
婿
養
子
に
な
り
ま
す
。
渡
米
し

た
の
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
数
え
年
三
十
四
歳

の
時
で
す
。
実
弟
原
田
真
太
郎
も
同
行
し
ま
す
の
で
、
確
実

に
真
太
郎
は
須
恵
町
か
ら
の
海
外
移
民
で
す
。

　

喜
三
は
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
持
ち
、
才
覚
も
あ

り
、
働
き
者
で
し
た
。
厳
し
い
農
業
労
働
に
耐
え
、
二
年
後

に
は
蓄
え
た
金
で
四
〇
エ
ー
カ
ー
（
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の

農
地
を
借
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
コ
シ
ョ
ウ
栽
培
の
研
究
を

し
て
い
て
、
迷
わ
ず
コ
シ
ョ
ウ
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
後
に
コ
シ
ョ
ウ
王
と
呼
ば
れ
る
端
緒
で
、
日
本
人
移
民
の

中
に
後
に
続
く
者
も
出
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
時
帰
国
し
て
、

「
ア
メ
リ
カ
移
民
の
話　

５
」

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
再
渡
米
し
た
時
、
日
本
人
移
民

の
排
斥
や
世
界
的
な
不
況
に
よ
っ
て
農
場
・
加
工
工
場
を
失

い
、
借
金
の
抵
当
に
入
っ
た
土
地
だ
け
し
か
残
っ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
八
）
が
終
結
し
、
ア

メ
リ
カ
の
景
気
も
好
転
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
漸
く
経
営
再

建
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

写
真
２
～
５
は
喜
三
一
家
の
家
族
写
真
で
す
。
写
真
２
は

ス
ナ
ッ
プ
、
写
真
３
～
５
は
ス
タ
ジ
オ
で
の
記
念
写
真
で
す
。

背
広
の
上
下
・
チ
ョ
ッ
キ
（
ベ
ス
ト
）・
ネ
ク
タ
イ
・
革
靴

姿
の
男
性
。
女
性
は
い
ず
れ
も
洋
装
で
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い

ま
す
。
大
正
期
の
農
村
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
「
ハ
イ

カ
ラ
」
な
姿
で
す
。
戦
後
も
、
昭
和
三
十
年
代
に
高
度
経
済

成
長
を
経
る
ま
で
の
日
本
で
、
こ
の
よ
う
な
「
ハ
イ
カ
ラ
」

な
生
活
は
望
む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
家
は
で
き
る
だ
け
ア
メ
リ
カ
の
生
活
に
溶
け
込
も
う
と

し
て
い
ま
す
。
少
し
奥
目
で
口
ひ
げ
を
蓄
え
た
喜
三
の
表
情

も
自
信
に
満
ち
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
在

住
の
日
本
人
が
、
や
が
て
大
嵐
に
見
舞
わ
れ
る
前
の
、
つ
か

の
間
の
幸
せ
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

　

こ
の
連
載
は
奇
数
月
に
隔
月
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ア
メ
リ
カ
移
民
の
話
」４
が
二
〇
一
三
年
五
月
。七
月
・

九
月
は
別
の
内
容
に
し
、
十
一
月
は
都
合
で
休
み
ま
し

た
。
こ
こ
で
再
び
「
ア
メ
リ
カ
移
民
の
話
」
に
も
ど
り

ま
す
。こ
の
内
容
は
ま
だ
続
き
ま
す
が
、間
に
他
の
テ
ー

マ
を
入
れ
て
断
続
的
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
承

知
く
だ
さ
い
。
過
去
の
連
載
に
つ
い
て
は
、
須
恵
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
紙
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
町
立

図
書
館
で
は
連
載
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
置
い
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
福
岡
県
か
ら
、
糟
屋
郡
か
ら
、
多
く
の
移
民

が
太
平
洋
を
越
え
ま
し
た
。

　

須
恵
町
域
か
ら
の
移
民
に
つ
い
て
は
、
従
来
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ご
存
じ
の
方
は
情
報
を
お
寄
せ

願
い
ま
す
。

　

手
紙
・
写
真
・
記
念
碑
・
新
聞
記
事
な
ど
、
眠
っ
て

い
る
資
料
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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※写真２～５『父と子　日米に別れて生きた九十年』より




